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470 年以上にわたり脈々と受け継がれてきた伝統
の祭りで、県重要無形民族文化財の「箱崎の獅子舞」
を奉納する。ひょっとこの舞と獅子の舞が合わさっ
たもので、野獣の害を祓ったと伝えられている。
30日は、箱崎地区で新築された家や孫が生まれた
家、厄年の人のいる家などを練り歩く。

愛宕神社例大祭
毎年7月24日、25日の両日行われる長岡天王
祭は「天王さま」の名で親しまれ、熱田神社と八
雲神社のご神体をひとつにあわせることから「嫁
入り祭」とも呼ばれている。夕暮れ時に、８台の
山車が祭り囃子を競い合う宮入りは圧巻で、県の
十大祭礼のひとつに選ばれている。

長岡天王祭

30 組 100 台を超える太鼓が集結。約 350 年
の歴史を持つ霊山太鼓は、短いバチで連打する「曲
打ち」と、華麗に舞うバチさばきが特長。総勢
700 名の打ち手による「同時打ち」は、雷鳴の
ごとく大地を揺るがす。

霊山太鼓まつり
広瀬川親水公園をメイン会場に、花火大会や灯ろ
う流し、魚つかみ、夜店、ヨサコイ踊り、オラト
リオ、やながわ踊り、火振り山の火まつりなどが
開催され、一日中家族連れで楽しむことができる。

伊達のふる里夏まつり

祭りは、毎年８月 10 日の「よ市」に始まり、
16日の「納涼盆踊り大会」、20日の「流灯花火
大会」まで開催される。花火大会では大輪の花火
が夜空と広瀬川の水面を美しく照らし、見る人を
楽しませる。

小手姫の里夏まつり 流灯花火大会
全国各地から集結した約5,000名のランナーが、
「ももの里・ほばら路」を舞台に健脚を競う。伊
達市の夏のラストを飾る一大イベントだ。種目・
順位により、副賞としてパソコンなどが贈呈され
る。物産展も同時開催。

「ニットのまち伊達市」の魅力を感じさせるイベ
ント。高品質のニットが産地価格で提供されるほ
か、同時に物産展が開催され、産地直送の農産物
や自慢の美味が一堂に集う。

ニットフェア
毎年 3 月第 1 日曜日に厳島神社で行われ、享保
年間の大飢饉に苦しむ農民を救った領主・松平出
雲守道春公を称え、その年の豊作や市場の盛況、
無病を占う祭りとして知られており、県の十大奇
祭にも選ばれている。

つつこ引き祭り
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伊達ももの里マラソン大会

観光カレンダー

伊達市観光ガイド

福 島 県

ガイド

伊
達
氏
発
祥
の
地

福島県伊達市
〒960-0692   福島県伊達市保原町字舟橋180番地
ホームページhttp://www. city.date.fukushima.jp/

観光ガイドに関する問い合わせは

伊達市　産業部商工観光課
〒960-0792 福島県伊達市梁川町青葉町1番地（梁川分庁舎）

Tel 024-577-3175　Fax 024-577-7236
E-mail syoukou@city.date.fukushima.jp

東北の秀峰として名高い霊山は、国の史跡及び名勝に指定さ

れ、伊達市のシンボルともいえます。山中にはハイキングコー

スが整備され太平洋を望む大パノラマと気軽なトレッキングを

楽しむことができます。春の新緑から夏の深緑へ。そしておす

すめは、10月下旬から11月上旬にかけての紅葉の霊山です。

霊山は四季折々の表情を見せてくれます。

登山家の岩崎元郎氏が新日本百名山の一座に選定するなど低山

ながら高い評価を得ています。

阿武隈山地に散在している山々は、いずれも
緑の盛り上がりで親しみやすいが、霊山のみ
趣を異にする。断崖絶壁を連ねた岩山であ
る。岩山のてっぺんに立って足下に広がる森
や畑や点在する家々を眺める気分は爽快であ
る。
霊山は、山に品格があり、歴史があり、個性
がある。いつ登っても楽しい山だ。

東北自動車道 国見IC・福島飯坂IC（約20分）

東北新幹線 東京←→福島（約1時間30分）
JR福島駅から阿武隈急行保原駅（約20分）・梁川駅（約30分）
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■伊達市の概要
伊達市は福島県の北部に位置し、東に阿武隈山系の霊山、西に
は吾妻連峰、北方には宮城県境の山々が遠望できる福島盆地の
中にあります。
独眼竜政宗で有名な「伊達氏」発祥の地としても知られています。

阿武隈急行が高子駅に近づくと「伊達氏発祥の地、高子」
とアナウンスが流れる。戦国時代、天下にその名をとど
ろかせた独眼竜政宗のルーツがここにある。
源頼朝の奥州征伐が行われた文治5年（1189）。この
とき頼朝公に従軍した常陸国の中村一族はこの戦いでの
功により頼朝公から伊達郡を賜った。そして、氏を伊達
と称することになる。
伊達氏初代朝宗は高子岡舘に城館を構え、鎌倉の鶴岡八
幡宮を勧請したという。ここ伊達市保原町高子が伊達氏
発祥の地である。

以後360年余、伊達氏
は梁川、粟野大舘、桑折
西山など伊達地方を本拠
として勢力を拡大してい
くことになる。
第15代伊達晴宗が居城
を米沢に移したのが天文

17年（1548）。伊
達政宗は伊達家第
17代当主にあたり、
仙台城築城が慶長8
年（1603）である。

伊達氏発祥の地保原

梁川八幡神社

阿武隈急行やながわ希望の森公園前駅から歩くこと15
分。緑の杜の中に梁川八幡神社（旧梁川亀岡八幡宮）が
鎮座している。
伊達氏の祖、朝宗が高子ヶ岡に勧請したとされる亀岡八
幡宮は、伊達氏の本拠地が変わるたびに遷宮され、梁川
城築城の際に梁川八幡に合祀された。
伊達氏ゆかりの神社として知られ、第17代伊達政宗も、
天正10年（1582）出陣に際し戦勝祈願を行っている。
また、政宗13歳の時、三春から愛姫を迎え入れたのも
当地であると伝えられている。
亀岡八幡宮は、17代政宗の時に仙台城下へ遷宮、現在
の仙台亀岡八幡宮である。
梁川八幡神社は、社伝によれば平安中期の創建で、承安
年中（1171〜1175）の再建には、奥州から400人、
羽州から300人、合わせて700人の大工が集まり、完
成まで丸3年かかったという。本殿は1745年に改築
され現在に至っているが、その趣は中世にタイムスリッ
プしたかのようである。

梁川 霊
りょうぜん

山城・南北朝時代　
阿武隈急行保原駅のホームに立つと阿武隈山系の緩やか
稜線が目に入る。その最北端に奇岩怪石が連なる特異な
山容…名峰「霊山」である。
霊山は、貞観元年（859）比叡山延暦寺の座主円仁（慈
覚大師）の開山と伝えられ、釈

しゃか

迦が修行したインドの
霊
りょうじゅせん

鷲山になぞらえて命名された。峰々には3,600の僧
坊を数え、470年余の間、東北山岳仏教の一大中心地と
して栄えたという。

時は下って14世紀、霊山は突如として日本史に登場す
る。武家政権を目指す足利尊氏（北朝）と親政を望む後
醍醐天皇（南朝）が対立した南北朝動乱の時代である。
建武の新政で陸奥守に任命された北畠顕家は、弱冠16
歳であった。当時、南朝方の有力な勢力でもあった第七
代伊達行朝は評定衆として顕家を補佐している。
延元2年（1337）1月、北畠顕家は、南朝方の重鎮、
伊達行朝領であった霊山城に陸奥の国府を移した。時に
顕家20歳、鎮守府大将軍の地位にあった。同年8月、
伊達行朝らを従えて霊山を発ち、再
上洛、北朝方と激しい戦いを繰り広
げる。北畠顕家に従う伊達･信夫の
兵は２万騎と太平記に記されている。

伊達政宗のルーツ。ご存知でしたか？
ここ伊達市が、伊達氏発祥の地。
伊達氏ゆかりの地をご案内します。

霊山
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ミ
ニ

S
L

が
走

っ
て

い
る

。
（

4
月

〜
1

1
月

の
土

日
祝

日
の

み
運

行
）

　
2

ha2
,0

0
0

本
の

さ
く

ら
の

森
、

つ
つ

じ
園

、
丸

太
で

作
っ

た
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
コ

ー
ス

、
キ

ャ
ン

プ
場

な
ど

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
秋

に
は

い
も

煮
会

や
紅

葉
狩

り
も

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
。（

入
園

無
料

）

■
お

問
い

合
わ

せ
　

管
理

事
務

所
　

TEL: 0
2

4
-5

7
7

-6
1

0
0

6

　
霊

山

り
ょ

う
ぜ

ん
紅

彩
館

　
レ

ス
ト

ラ
ン

・
客

室
、

展
望

風
呂

か
ら

は
、

緩
や

か
な

稜
線

の
阿

武
隈

山
系

と
奇

岩
怪

石
が

連
な

る
霊

山
の

景
色

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

。
料

理
長

自
慢

の
夕

食
膳

も
お

す
す

め
。

伊
達

鶏
を

メ
イ

ン
に

し
た

霊
山

の
旬

を
ぜ

ひ
目

と
舌

で
味

わ
っ

て
ほ

し
い

。
■

 料
　

金
：

1
泊

2
食

付
7

,1
4

0
円

〜
■

 日
帰

り
入

浴
　

4
0

0
円

　
■

 休
館

日
：

水
曜

日

■
お

問
い

合
わ

せ
　

TEL: 0
2

4
-5

8
9

-2
2

3
3

　
http://w

w
w

.kousaikan.info/

10
　

霊
山

霊
山

こ
ど

も
の

村

　
親

子
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

た
り

、
各

種
サ

イ
ク

ル
や

ア
ス

レ
チ

ッ
ク

で
遊

ん
だ

り
、

緑
あ

ふ
れ

る
環

境
の

中
で

子
ど

も
た

ち
が

の
び

の
び

と
遊

ん
で

学
べ

る
施

設
。

コ
テ

ー
ジ

と
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
も

あ
り

。
■

入
園

料
：

お
と

な
6

0
0

円
　

こ
ど

も
3

0
0

円
■

休
園

日
：

水
曜

日
（

祝
日

、
G

W
、

夏
休

み
を

除
く

）

■
お

問
い

合
わ

せ
　

TEL: 0
2

4
-5

8
9

-2
2

1
1

　
http://kodom

o-ryozen.org/

11
　

霊
山

霊
山

神
社

　
明

治
1

4
年

(1
8

8
1

)に
、

南
朝

の
忠

臣
北

畠
親

房
、顕

家
、顕

信
、守

親
を

祀
る

た
め

に
造

営
さ

れ
た

。
春

と
秋

に
例

大
祭

が
行

わ
れ

て
お

り
、

大
勢

の
観

光
客

で
に

ぎ
わ

う
。

霊
山

の
二

ツ
岩

か
ら

出
土

し
た

中
国

(元
代

)龍
泉

窯
で

焼
か

れ
た

青
磁

花
盆

、
青

磁
皿

(県
重

要
文

化
財

)な
ど

貴
重

な
文

化
財

が
、

社
宝

と
し

て
保

存
さ

れ
て

い
る

。

■
お

問
い

合
わ

せ
　

TEL: 0
2

4
-5

8
7

-1
3

2
6

12

伊
達
市
観
光
マ
ッ
プ

伊
達
市
観
光
マ
ッ
プ

宮
城

県

福
島

市

国
見

町

桑
折

町

福
島

市

川
俣

町

飯
舘

村

相
馬

市

茶
臼

山
　

南
北

朝
の

動
乱

期
に

、
南

朝
方

の
伊

達
行

朝
(7

代
)が

懸
田

氏
を

お
い

て
守

り
を

固
め

た
と

い
わ

れ
て

い
る

。
辺

り
を

一
望

で
き

る
高

台
は

桜
の

名
所

と
し

て
知

ら
れ

、
4

月
中

旬
に

は
、

掛
田

市
街

地
か

ら
ピ

ン
ク

色
に

染
ま

っ
た

山
斜

面
を

眺
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
見

頃
：

4
月

中
旬

）

薬
師

堂
　

市
の

文
化

財
と

し
て

指
定

を
受

け
て

い
る

薬
師

堂
は

、
市

中
心

部
の

花
見

の
名

所
で

市
民

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
境

内
に

は
、

ソ
メ

イ
ヨ

シ
ノ

や
シ

ダ
レ

ザ
ク

ラ
、

ヒ
ガ

ン
ザ

ク
ラ

な
ど

約
5

0
本

の
サ

ク
ラ

が
植

え
ら

れ
て

い
る

。
（

見
頃

：
4

月
上

旬
）

桃
畑

　
春

の
伊

達
市

は
桃

の
花

が
咲

き
競

い
、

鮮
や

か
な

濃
い

ピ
ン

ク
色

の
花

じ
ゅ

う
た

ん
を

敷
い

た
よ

う
。

愛
宕

山
や

丹
露

盤
か

ら
眺

め
る

桃
源

郷
は

、
華

や
か

で
見

応
え

が
あ

る
。

（
見

頃
：

4
月

中
旬

）

保
原

く
だ

も
の

　
果

物
の

里
と

し
て

知
ら

れ
る

本
市

は
、

桃
を

中
心

と
し

て
、

さ
く

ら
ん

ぼ
、

り
ん

ご
、

柿
、

ぶ
ど

う
、

い
ち

ご
な

ど
た

く
さ

ん
の

果
物

を
生

産
し

て
い

る
。

市
内

各
所

に
あ

る
直

売
所

で
は

、
新

鮮
な

旬
の

果
物

・
野

菜
を

多
数

販
売

し
て

い
る

。

　
伊

達
市

は
、

日
本

有
数

の
ニ

ッ
ト

産
地

で
、

全
国

に
向

け
て

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

ニ
ッ

ト
を

出
荷

し
て

い
る

。
春

と
秋

に
は

ニ
ッ

ト
フ

ェ
ア

を
開

催
す

る
。

保
原

町
の

「
あ

み
だ

す
」

は
、

ニ
ッ

ト
メ

ー
カ

ー
が

共
同

で
開

設
し

た
直

売
店

で
、

常
時

約
1

,0
0

0
点

の
純

国
産

ニ
ッ

ト
を

販
売

し
て

い
る

。
■

ニ
ッ

ト
ラ

ン
ド

ふ
く

し
ま

 あ
み

だ
す

　
TEL:0

2
4

-5
7

4
-2

0
8

5

採
れ

た
て

野
菜

　
澄

ん
だ

空
気

と
清

ら
か

な
水

に
育

て
ら

れ
た

野
菜

は
、

市
場

関
係

者
や

消
費

者
の

皆
さ

ん
か

ら
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
豊

か
な

自
然

が
育

ん
だ

新
鮮

な
野

菜
が

味
わ

え
る

。

あ
ん

ぽ
柿

　
あ

ん
ぽ

柿
は

、
つ

や
の

あ
る

美
し

い
ア

メ
色

と
、

や
わ

ら
か

く
て

と
ろ

り
と

し
た

食
感

が
特

長
だ

。
　

食
物

繊
維

や
ビ

タ
ミ

ン
A

、
カ

ル
シ

ウ
ム

、
カ

リ
ウ

ム
が

豊
富

に
含

ま
れ

て
お

り
、

健
康

食
品

と
し

て
も

注
目

さ
れ

て
い

る
。
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霊
山

14

伊
達

15

　
伊

達

愛
宕

山

　
愛

宕
山

の
標

高
は

1
1

4
メ

ー
ト

ル
。

山
頂

に
は

展
望

台
が

あ
り

、
信

達
平

野
を

一
望

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
眼

下
に

は
阿

武
隈

川
と

摺
上

川
の

清
流

が
あ

り
、

北
に

半
田

山
、

西
に

吾
妻

連
峰

、
東

に
高

子
沼

、
南

に
福

島
市

の
市

街
地

が
見

え
る

。
　

天
文

７
年

（
1

5
3

8
）

に
創

建
さ

れ
た

愛
宕

神
社

が
あ

り
、

毎
年

4
月

2
9

日
、

4
7

0
年

以
上

の
伝

統
を

誇
る

「
箱

崎
の

獅
子

舞
」

が
奉

納
さ

れ
る

。

■
お

問
い

合
わ

せ
　

伊
達

総
合

支
所

　
TEL: 0

2
4

-5
8

3
-5

5
3

2

1
　

保
原

保
原

総
合

公
園

　
周

囲
が

田
園

で
囲

ま
れ

た
緑

豊
か

な
自

然
環

境
の

中
に

あ
る

。
園

内
に

は
野

球
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
な

ど
の

運
動

施
設

の
ほ

か
、

い
く

つ
も

の
巨

石
を

配
し

た
中

央
広

場
や

木
製

の
遊

具
の

あ
る

ア
ス

レ
チ

ッ
ク

広
場

、
明

治
時

代
の

洋
風

建
築

物
を

復
原

し
た

旧
亀

岡
家

住
宅

、
保

原
町

で
発

掘
さ

れ
た

出
土

品
や

歴
史

文
化

資
料

等
を

展
示

す
る

歴
史

文
化

資
料

館
な

ど
が

あ
る

。

■
お

問
い

合
わ

せ
　

保
原

総
合

公
園

　
TEL: 0

2
4

-5
7

5
-1

6
1

6

2

ニ
ッ

ト


